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阿
世
に
拘
け
る
葉
藍
専
貰
制
度
の
成
立
過
程

第
七
十
四
巻

第
五
鵠

五
l¥. 

阿
波
藩
に
お
り
る
葉
藍
専
貰
制
度
の
成
立
過
程

|
|
阿
波
藩
経
済
史
研
究
会

3
1
1
1

大

槻

~.t. 

tま

し

古玉

き

井
内
虫

τ一
氏
『
明
治
維
新
に
お
け
る
阿
波
藍
業
制
摩
改
革
白
意
義
』
(
歴
史
評
論
三
三
嘘
)

問
題
が
提
出
さ
れ
、
右
井
孝
氏
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
た
が
(
歴
史
皐
研
究
命
綱
『
歴
見
事
の
成
果
ー
と
課
題
E
』
王

O
頁)、

い
ら
い
藍
商
を
ど
う
と

b
え
る
か
と
い
う

と
れ
は
藤
田
五

郎
氏
D
f議
農
論
に
も
関
係
し
て
、
大
鑓
む
つ
か
し
い
問
題
だ
と
思
う
。
わ
弁
し
は
と
の
問
題
を
解
決
す
る
作
め
、
い
ろ
い
ろ
た
操
作
安

し
て
い
る
が
、
本
稿
は
そ
の
一
操
作
ぞ
あ
り
、
明
和
の
蒋
政
改
革
と
東
南
の
む
す
び
つ
き
を
明
ら
か
に
し
て
、

L
r
一
つ
と
め
↑
一
も
D
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
寄
生
地
主
の
生
成
や
展
開
に
つ

H
て
は
ま
づ
た
く
ふ
れ
ず
、
つ
ヂ
一
の
稿
に
ゆ
ず
っ
た
が
、
己

一
づ
の
展
望
を
え
よ
う

れ
ら
が
お
わ
っ
て
か
ら
藍
商
の
問
題
を
全
面
的
に
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

な
島
、
前
稿
『
阿
波
薄
に
お
け
る
近
世
村
落
白
形
成
過
程
』
(
稗
済
論
叢
七
四
巻
二
一
拙
)
て
は
村
落
構
造
心
掛
盟
質
遁
程
を
中
心
と
し

て
、
下
人
・
小
家
の
解
放
を
と
り
あ
げ
た
が
、
そ
こ
ぞ
は
解
放
と
藍
作
の
葎
展
の
関
係
を
捨
象
し
た
。
し
か
し
こ
の
雨
者
は
分
離
し
て

考
え
る
こ
と
を
ゆ
る
古
ぬ
も
の
ゼ
あ
る
た
め
、
も
う
一
度
農
民
的
商
品
経
済
の
登
展
の
函
か

b
解
放
を
簡
車
に
と
り
あ
げ

τみ
た
。



農
民
的
商
品
経
済
の
設
展

藍

作

の

授

展

藍
は
腕
・
紅
花
と
と
も
に
三
草
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
裁
時
の
歴
史
は
奈
良
・
平
安
時
代
に
吉
て
き
か
の
ぼ
る
こ
と
が
子
一
告
る
が
、

商
業
的
農
業
と
し
て
の
東
作
が
賢
汎
に
ひ
ろ
が
り
、
念
速
に
稜
展
し
弁
の
は
徳
川
中
期
以
降
J

し
あ
り
、
撮
・
河
・
泉
b
A
中
心
と
す
る
地

域
に
大
阪
と
む
す
び
つ
い
た
偽
作
が
護
展
す
る

D
に
際
じ
て
展
開
し
は
じ
め
る
υ

元
女
一
冗
年
(
一
七
三
大
)
大
阪
に
擁
入
さ
れ
た
諸
商

品
の
量
と
額
白
表
に
工
れ
ば
(
『
大
阪
市
史
』
第
一
巻
七
七
七
買
)
、
監
宝
四
八
一

O
、
O
四

ο買
、
償
額
一
、
一
一
四
六
貫
一
四
七
匁
、
主
産

地
と
し
て
阿
波
・
鯖
津
の
一
一
圏
を
あ
げ
て
い
る
が
、
債
額
の
あ
き
ら
か
な
商
品
の
う
ち
ゼ
は
一
八
位
を
し
め
、
ヨ

b
に
般
入
木
棉
償
額

の
約
三
分
の
一
に
た
ヲ
し
て
い
る
己
土
は
、
す
や
て
に
か
な
り
の
商
品
化
が
す
す
ん
て
い
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

一
克
寸
一
元
年
に
阿
波
は
藍
宝
主
産
地
と
し
て
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
阿
波
に
お
け
る
藍
作
の
歴
史
は
決
し
て
官
く
た
く
、
蜂
須
賀
氏

の
入
封
(
一
五
八
五
)
以
降
む
こ
と
で
あ
る
。
巌
密
に
い
え
ば
、
蜂
須
賀
家
政
が
財
源
臼
保
全
を
は
か
り
、
殖
産
興
業
に
カ
を
つ
く
し

て
、
-
山
地
に
は
煙
車
、
海
岸
に
は
盤
を
す
す
め
た
と
同
じ
く
畑
地
に
は
藍
作
を
奨
励
し
、

麻
植
郡
呉
島
(
現
在
四
鴨
島
)
の
地
に
前
封

土
橋
磨
か
ら
移
入
し
た
翠
車
を
試
植
し
た
元
和
白
一
初
年
(
一
六
一
さ
か
ら
後
の
こ
と
そ
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
東
作
r自
治
と
社
わ
れ
、

「
上
方
ヨ
リ
7
オ
ヤ
四
郎
兵
衛
ト
云
7
者
罷
リ
下
リ
阿
川
一
一
ア
ヰ
染
」
を
ひ
ろ
め
た
と
し
て
も
つ
阿
州
産
藍
之
読
』
=
一
買
|
秋
田
勝
立
聞
書

館
所
講
)
、
自
給
的
危
範
園
を
て
ず
、
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
移
植
後
の
護
展
は
め
ざ
ま
し
く
、
寛

波
藍
惜
革
且
』

1
京
都
大
串
経
済
国
中
部
岡
書
館
所
蔵
馬
本
容
-
上
一

O
四
頁
)
、

永
・
正
保
ご
六
二
四
I
四
七
)
の
己
ろ
に
は
「
北
方
」
の
麻
植
・
板
野
・
名
西
・
名
東
・
阿
波
の
豆
郡
k
b
上
び
(
長
尾
覧
氏
網
『
阿

明
腎
・
高
治
二
六
豆
五
六
O
)
忙
は
藍
の
作
付
面
積
敢
石
町

阿
世
に
担
け
る
葉
産
事
資
制
度
の
成
立
過
程

第
七
十
回
各

第
五
盤

五
::IL 



阿
控
に
担
け
る
葉
藍
事
責
制
度
の
成
立
過
程

歩
(
上
掲
害
一
一

O
頁)、

事
七
十
四

四
巻

六
O

第
五
披

元
女
年
間
(
一
七
三
六

l
四
O
)
に
は
さ
き
の
五
郡
の
ほ
か
美
馬
・
三
好
の
二
郡
K
ま
で
の
び
、
「
北
方
L

七

郡
の
金
村
二
三
七
カ
村
は
多
か
れ
山
少
か
れ
藍
作
を
お
こ
た
う
と
い
う
飛
躍
ぷ

u
tし
め
し
(
『
阿
波
祷
民
肱
資
料
』
一
七
五
回
頁
。
『
三
好

郡
吉
』
四
三
回
頁
)
、
賓
暦
年
問
(
一
七
五
一
六
三
)
に
は
藍
玉
出
来
高
一
回
・
五
高
俵
、
藍
玉
諸
園
積
登
貰
立
網
額
三

O
高
雨
以
上
(
『
間

程
務
民
監
査
糾
』
一
七
五
五
頁
)
、
さ
ら
に
寛
政
〕
三
年
(
一
八
O
O
)
に
い
た
り
、
作
付
反
数
六
、
五

O
ニ
町
八
反
、
藍
宝
出
来
高
一
七

九
、
四
=
一

O
俵
と
一
障
の
限
界
線
に
主
て
殻
展
す
る
〔
長
尾
氏
編
前
掲
書
巻
五
下
六
一
頁
)
。

作
付
反
散
と
藍
玉
出
来
高
を
ま
と
め
て
表
示
す
る
と
左
の
哀
の
と
お
り
で
あ
る
。

藍
作
付
反
数

一

向
一

l
o
o

-
(
五
、

O
七
一
ニ
)

一
六
、
五
O
二

一ι

ハ
、
八
三
五

*
1
長
尾
寛
氏
嗣
『
阿
披
藍
泊
草
且
』
各
五
下
六
ニ
頁
に
よ
る
。

旅
立
同
年
目
藍
玉
出
持
高
か

ι寛
政
二
一
年
由
比
嘩
に
な
ら
い
算
出
す
る
。

*
8
何
年
の
藍
作
付
反
政
か
ら
寛
政
一
一
一
年
の
比
率
に
な
ら
い
輩
出
す
る
。

藍
作
付
反
敷
と
藍
玉
出
衆
高
表

年

安子寛賓明
政.il文目芽麿

元=年jt;
年 年 間 治

----- ~-""，，-... 

八八七六
五 O 五五
回 O 一五
~ ~I I 

六六
三 O
~~ 

ヲ
ぎ
に
右
に
の
ベ
た
数
字
に
も
と
ず
者
、
藍

ヨた

五
同
は
れ

右
の
表
に
よ
り
、
問
暦
・
高
治
か

b
賓
腎
に
か
け
て
の
約
一

0
0年
聞
に
反
敷
・
同
市
内
高
と
も
に
約
一

O
倍
以
上
の
念
激
な
上
昇
が

あ
っ
た
己
と
を
は
っ
告
り
認
め
る
己
と
が
で
き
る
。
在
お
明

b
か
た
数
字
が
在
い
た
め
比
較
す
る
こ
と
は
委
嘗
性
を
か
く
が
、
藍
を
移

植
し
た
一
冗
和
初
年
と
明
暦
・
高
治
の
聞
に
さ

b
k
念
激
た
増
加
が
あ
っ
た
と
と
を
推
測
し
う
る
む
で
あ
る
。



元
禄
・
享
保
期
三
六
八
八

l
一
七
三
五
)
に
阿
波
の
藍
作
は
ほ
ぼ
成
立
し
お
わ
り
、
い
わ
ゆ
る
荒
作
地
帯
を
形
成
す
る
が
、
己
と
に

名
酉
郡
第
十
村
と
板
野
郡
古
川
村
の
間
に
あ
り
、
官
野
川
筋
に
ぞ
く
す
る
二
=
一
方
村
は
「
中
島
」
と
よ
ば
れ
、
そ
り
品
質
は
最
上
に
し

て
、
藍
作
地
帯
の
な
か
で
も
栖
軸
部
を
し
め
た
の
で
あ
る
(
『
阿
州
産
監
之
詑
』
四
買
)
。
も
と
も
と
翠
藍
は
潤
援
で
降
霜
が
な
い
こ
と
、

ま
た
雨
が
多
い
と
h
う
気
候
的
保
件
ば
か
り
で
な
く
、
肥
沃
な
砂
質
壌
土
と
耕
土
が
ふ
か
く
排
水
が
ど
い
と
い
γ
つ
土
質
的
保
件
を
必
要

と
し
た
が
、
吉
野
川
沿
岸
の
氾
獄
匡
域
は
沖
積
屠
て
上
部
は
砂
質
壌
土
、
下
部
は
闘
機
屠
か
ら
な
り
、
排
水
が
き
わ
め
て
よ
か
っ
た
た

め
、
藍
作
の
地
理
的
保
件
に
は
う
ま
く
遮
し
て
い
た
の
で
あ
る
(
説
本
軍
雄
氏
『
徳
島
勝
地
詰
』
九
三
四
一
且
)
。
さ
ら
に
「
北
方
七
郡
大
綱

豆
高
千
町
程
之
内
、
喜
一

τ歩
計
者
団
作
-
一
相
成
、
残
E
八
歩
遁
程
ハ
昌
作
」
で
あ
っ
て
(
後
藤
捷
一
氏
編
『
吉
野
川
筋
用
水
存
守
申
上
書
』

ー
郷
土
且
談
第
四
編
四
頁
」
、

天
正
一
七
年
(
一
五
八
五
)
の
「
麻
植
郡
之
内
客
来
村
仰
検
地
」
に
よ
れ
ば
(
徳
島
勝
肺
植
郡
鴨
島
町
公
民
館
所

議
)
、
害
来
村
の
織
広
畝
五
四
町
四
反
三
畝
一
六
歩
は
す
べ
て
且
同
地
て
あ
り
、
ま
た
慶
長
七
邑
i

(

一六
O
ニ
)
の
「
東
盟
問
岡
村
検
地
帳
」

に
よ
れ
ば
(
徳
島
勝
者
束
郡
北
井
よ
村
校
場
所
感
)
、
同
村
の
綿
反
畝
一
四
七
町
二
反
三
畝
一
豆
歩
は
す
べ
て
島
地
て
あ
り
、
犀
倒
的
な
部

介
在
畠
が
し
め
た
が
、
寛
政
二
一
年
(
一
八
O
O
)
の
藍
作
付
反
数
六
、
五

O
三
町
は
「
北
方
」
七
郡
白
締
耕
地
面
積
の
一
一
一
一
ガ
、
会

畠
地
白
一
六
d
p
t
し
め
た
の
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
b
の
畠
地
に
は
藍
の
前
作
と
し
て
姿
、
後
作
と
し
て
大
豆
・
襲
萄
・
粟
・
稗
な
ど
が

っ
く
白
れ
て
い
た
。

地
理
的
保
件
以
上
一
に
藍
作
の
護
展
を
き
わ
め
て
強
く
〉
つ
な
が
し
た
も
の
は
、
藍
作
経
瞥
の
有
利
き
で
あ
る
。
作
柄
と
債
格
の
費
動
が

あ
る
た
め
、
か
な
ら
ず
し
も
常
に
有
利
で
あ
っ
た
と
は
考
え

b
れ
ず
、

こ
と
に
享
保
一
八
年
(
一
七
一
-
二
ユ
)
に
葉
藍
専
費
制
度
が
施
行

宮
れ
、
藍
作
税
と
し
て
葉
藍
牧
獲
高
の
四
歩
が
徴
収
さ
れ
る
よ
う
応
な
っ
て
か

b
は
、
牧
径
は
著
し
く
け
ず

b
れ
た
が
、
こ
れ
以
前
に

告
い
て
は
非
常
に
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
う
己
と
が
で
き
る
。
藍
作
の
牧
支
計
算
に
つ
い
て
は
、

『
阿
波
藩
民
政
資
料
』
や
西

明
世
に
和
け
る
葉
藍
専
買
制
度
目
成
立
過
程

第
七
十
四
巷

五

事
王
宮

六



野
嘉
右
衛
門
氏
白

阿
世
に
お
け
る
葉
藍
事
費
制
度
。
成
立
過
程

な
ど
に
も
と
ず
さ
、

第
七
十
四
巻

六

第
五
輪

「
阿
波
藍
浩
平
史
」

戸
谷
敏
之
氏
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
(
戸
谷
融
之
町
『
近

〔
註
)

こ
れ
を
反
営
り
の
葉
藍
平
均
牧
量
を
四

O
買
と
し
、
支
出
の
部
に
新
し
〈
貢
租
を
つ
け
く
わ
え
て
計
算

世
農
業
経
皆
史
論
』
四
二
八
頁
〕
、

註 し
な
お
し
℃
み
る
と
、
貿
暦
期
(
一
七
五
一

l
六
一
ニ
)
て
は
つ
ぎ
の
と
沿
り
て
あ
る
。

戸
谷
氏
は
反
耽
五
O
貰
と
か
ら
れ
る
が
、
一
二

O
|凹
O
貫
が
普
通
で
あ
る
(
司
日
本
農
業
後
謹
虫
』
事
三
春
一
三
二
頁
)
。
な
か
に
は
六
O
l
'
t
O
貫

に
遣
す
る
も
り
が
あ
る
が
、
こ
れ
仕
例
外
主
事
て
よ
か
λ
ぅ
。
な
布
、
「
一
耳
丈
五
年
七
月
十
日
御
園
中
堅
作
見
分
有
之
村
々
賃
目
之
主
第
」
(
『
阿

世
藩
民
政
資
料
』
一
七
三
七

l
王
四
頁
)
に
よ
刀
、
つ
北
方
」
士
郡
白
金
村
二
=
7
t
ヶ
村
の
反
牧
を
平
均
す
れ
ば
ニ
「
で
八
買
と
な
る
が
、
と
れ
は

三
好
、
美
馬
た
ど
の
山
同
地
域
を
ふ
〈
ん
だ
た
め
若
L
〈
低
い
平
均
値
主
な
り
た
白
で
あ
り
、
吉
野
川
泊
岸
の
諾
村
で
は
乙
れ
よ
り
上
廻
る
と
止
は

た
し
か
で
あ
る
。

牧
入

葉

支
出

肥
料
代

諸
道
用丹

且
苓
4

貢
+l，
 

三一一円
H

痢I
徐

藍

四
O
貫

匁

(
貨
嘗

p
七
担
八
分
)

一O
O匁

(
闘
東
干
鰯
一
俵
錨
三
ニ
担
)

四

O
匁

七
匁
八
分
(
六
斗
大
升
九
合

石
窟
り
五
六
盈
五
分
)

一
七
七
匁
八
分

一
一
ニ
四
匁
二
分

右
の
収
支
計
算
に
藍
作
税
を
加
算
し
、
修
止
し
て
み
れ
ば
、
葉
藍
牧
獲
高
の
四
歩
、
す
な
わ
ち
一
二
一
回
匁
八
分
が
徴
収
さ
れ
る
た

め
、
剰
飴
は
九
匁
凶
分
に
激
減
し
、
劣
悪
な
牧
支
欣
態
と
な
る
。
貨
幣
債
値
が
低
落
し
た
安
政
期
(
一
八
五
四
五
九
〕
に
な
る
が
、

つ
蹴

λ
地
二
毛
作
日
反
首
リ
自
作
農
純
牧
入
銀
=
一
六
匁

-
知
行
地
二
毛
作
間
反
首
リ
自
作
農
純
牧
入
銀
一
凶
匁
」
と
く
ら
へ
る
と
き



門
戸
谷
氏
前
掲
香
田
二
八
九
頁
、
)
、
藍
の
前
作
に
姿
、
後
作
に
大
豆
が
あ
り
、
他
の
藩
て
は
あ
ま
り
例
を
み
な
い
葵
年
貢
が
課
せ
ら
れ
た

が
、
し
か
し
、
も
し
葉
藍
専
費
制
度
が
沿
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
極
め
て
有
利
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

U

藍
作
と
い
う
商
業
的
農
業
の
有
利
さ
が
は
っ
き
り
し
た
が
、
こ
こ
で
重
要
左
こ
と
は
‘
肥
料
代
が
し
め
る
割
合
を
み
て
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
藍
作
経
皆
が
貨
幣
経
済
に
依
帯
す
る
と
こ
ろ
が
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
て
あ
る
。
こ
の
と
と
は
農
民
の
自
然
経
済
が
藍
作
に

よ
っ
て
う
ち
ギ
ぶ
ら
れ
、
農
民
的
商
品
経
済
の
ゐ
こ
り
が
藍
作
を
媒
介
と
し
て
い
た
と
と
を
も
の
が
た
る
と
と
も
に
、
元
禄
期
ご
六

八八

l
一七
O
一
ニ
)
を
中
心
と
し
て
解
放
さ
れ
は
じ
め
る
下
人
・
小
家
の
た
か
か
ら
新
た
な
小
商
品
生
産
者
が
ひ
ろ
く
成
立
し
た
こ
と
を

「
鴨
島
村
彦
三
郎
、
影
右
衛
門
、
兵
功
比
三
人
は
上
農
夫
章
町
之
藍
作
に
而
買
立
つ
庭
銀
誌
貰
六
七
百
日
d

参
貫
目
も
取
申
候
」
h
T

「
知
恵
島
村
七
郎
右
衛
門
藍
作
武
町
賢
立
つ
庭
銀
三
貫
五
六
百
月
程
」
の
例
は
(
『
阿
波
藩
民
政
資
料
』
一
宅
六
一
一

頁
)
、
断
片
的
て
あ
き
b
か
て
な
い
が
、
こ
の
例
に
て

τぐ
る
者
に
つ
hv
て
は
、
農
民
の
ま
が
う
こ
と
な
き
小
商
品
生
産
者
化
を
あ
b

わ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
主
う
。
し
か
し
、
っ
さ
に
注
意
し
た
け
れ
は
た
ら
な
い
己
と
は
、
藍
生
産
の
生
成
期
に
あ
た
る
正
保

十
分
に
諌
想
せ
し
め
る
。

ー
享
保
期
(
二
〈
四
四
一
士
三
王
)
に
お
い
て
藍
作
の
設
展
を
も
っ
と
も
積
極
的
に
は
か
っ
た
者
が
奮
名
主
の
系
譜
を
も
っ
上
歴
農
民

と
よ
向
し
つ
つ
あ
る
一
部
の
中
屠
農
民
て
あ
る
と
い
よ
ノ
己
と
て
あ
る
。
有
力
た
よ
屠
農
民
の
う
ち
に
は
藍
作
に

ιど
ま
b
ず
、
葉
藍
の

加
エ
と
し
て
藻
や
藍
玉
の
生
産
を
治
己
危
う
も
白
が
各
村
に
み
ら
れ
た
。
こ
の
段
階
の
特
徴
は
藍
商
人
と
藍
玉
生
産
者
が
同
一
人
格
者

て
左
が
っ
た
己
と
で
あ
っ
て
、
前
者
は
城
下
町
徳
島
や
港
町
小
松
島
た
ど
の
町
方
て
も
っ
ぱ
ら
流
通
部
面
の
み
を
に
な
っ
た
の
に
封

(
註
)

し
、
後
者
は
在
方
て
農
耕
と
加
工
生
産
の
み
を
捲
営
し
た
の
で
あ
る
。
元
来
藍
作
は
非
常
に
多
く
の
弊
働
力
を
必
要
と
す
る
も
の
で
、

二
月
か
ら
は
じ
ま
り
八
月
て
お
わ
る
苗
代
整
理

lll播
掻
|
|
移
植
|
|
培
養
|
|
牧
獲
|
|
採
集
へ
紗
舵
)
の
遁
程
を
つ
う
じ
、
と

く
に
濯
水

ι駆
虫
に
多
〈
の
弊
力
が
か
け
ら
れ
る
。
濯
水
に
つ
い
て
は
藍
畠
の
一
隅
に
か
な
ら
ず
井
戸
が
あ
り
、
降
雨
が
す
く
た
け
れ

阿
波
に
布
け
る
繋
藍
幕
貰
制
度
の
成
立
過
程

第
七
十
四
巻

七

第
宝
探



阿
波
に
お
け
る
棄
藍
事
費
制
度
の
成
立
過
程

第
七
十
四
巻

/又

革
主
銃

ノ、
囚

ば
、
こ
れ
か
ら
汲
み
だ
す
ほ
ど
で
あ
り
、
ま
た
駆
虫
に
つ
い
て
は
、
播
騰
の
藍
作
を
ほ
ろ
ぼ
す
重
要
な
一
因
と
な
っ
た
た
め
、

「
ハ
リ

マ
グ
ヲ
シ
」
と
い
う
異
名
を
と
っ
た
害
虫
が
い
る
こ
と
か
ら
し
て
ほ
ぼ
判
明
す
る
が
(
『
阿
州
産
藍
之
詫
』
二
=
一
頁
)
、

問
題
は
こ
れ
ら
の

勢
働
力
と
し
て
、

萱
家
と
小
家
(
血
縁
者
)

あ
る
い
は
下
人
(
非
血
縁
者
)
の
関
係
に
あ
り
、

親
方
手
方
的
関
係
を
む
す
ん
で
人
身

的
に
隷
属
し
て
い
る
小
農
民
を
有
力
な
上
暦
農
民
が
つ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
下
人
・
小
家
D
解
放
は
元
禄
期
(
一
六
八
八

1

一七
O
E
一
)
に
は
じ
ま
り
明
和
・
安
永
(
一
七
六
四
八
O
)
ご
ろ
ま

f
つ
づ
く
が
、
こ
り
解
放
が
完
結
し
た
い
ま
て
は
古
い
支
配
隷
属

関
係
が
大
い
に
利
用
さ
れ
た
り
ぜ
あ
る
。
天
保
(
一
八
=
δ
l
四
一
ニ
)
ご
ろ
で
は
「
耕
作
人
夫
手
間
多
グ
相
懸
リ
候
義
ユ
付
、
御
園
民
迄

=
而
ハ
手
足
リ
木
申
、
御
隣
正
日
雇
方
人
夫
多
グ
入
込
召
仕
申
一
一
付
、
婦
人
杯
〈
機
業
〈
捨
置
、
藍
園
ニ
打
懸
H
相
稼
、
身
分
不
相
際

之
高
給
貧
取
」
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
(
後
藤
捷
一
民
編
前
押
明
書
=
一
頁
〕
、
し
か
し
こ
の
段
階
に
お
い
て
も
古
川
り
支
配
閥
係
の
残
存
主

利
用
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
ヲ
た
(
井
内
弘
文
氏
『
明
間
維
新
に
お
け
る
阿
波
覧
業
円
制
度
改
革
的
意
曹
』
歴
史
評
論
三
一
一
艶
王
丸
頁
)
。

註

ト
同
匝
匠
F
H瓦
竺
い
一
巴
片
同
医
同
一

回
叫
一
一
一
七
一
一
一
一
八
・
八
一
一
一
一
一
ニ
一
九
七
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一

井
口
貞
夫
氏
『
吉
野
川
荷
岸
に
品
即
け
る
藍
作
の
表
誠
司
と
其
の
影
響
』
|
帝
闘
長
官

藍

生
成
期
に
つ
ぐ
元
文
宋
保
(
一
七
三
六
ー
一
八
四
二
)
の
護
団
四
期
て
は
、
車
業
の
生
産
構
造
が
確
立
し
、
整
備
さ
れ
る
に
と
も
な
い
、

大
草
師
、
小
震
師
、
藍
作
人
と
い
う
階
暦
構
成
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
階
暦
構
成
が
藩
様
力
と
闘
係
し
あ
う
と
き
、
そ
こ
に
玉
師
株
の



制
定
が
生
ず
る
。
在
株
制
度
と
し
て
白
玉
師
株
が
結
成
さ
れ
た
の
は
貿
暦
四
年
(
一
七
五
回
)
て
あ
る
が
、
己
れ
は
小
藍
師
以
上
の
者

を
組
織
し
た
も
り
で
、
明
和
三
一
年
(
一
七
六
六
)
に
は
一
、
二
八

O
人
白
宝
師
主
か
ぞ
え
る
か
ら
(
『
阿
波
薄
民
政
読
料
』
一
八
八
四
頁
)
、
藍

作
を
沿
こ
な
う
村
教
一
三
七
カ
村
と
し
て
一
村
営
り
平
均
五
|
六
人
目
玉
師
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
り
、
大
震
師
は
村
々
に
一
名
ぐ
b

い
て
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。
大
藍
師
と
は
約
五
町
以
上
の
土
地
を
所
有
し
、
数
十
床
心
恭
平
藍
玉
を
生
産
す
る
だ
け
て
な
く
、
商
人
的

性
格
を
つ
よ
く
も
ち
、
諸
圏
に
賀
場
株
を
創
設
し
て
と
れ
主
て
白
町
方
藍
商
と
す
る
ど
〈
針
立
し
た
階
臨
閣
で
あ
り
、
村
内
て
は
最
高
D

支
配
者
て
あ
ワ
た
。
ト
小
藍
師
は
上
暦
農
民
D

一
一
部
と
下
か
ら
の
ヨ

1
1
を
経
て
封
建
的
自
皆
農
と
な
り
、
有
力
な
小
商
品
生
産
者
と
な

っ
た
も
の
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
土
地
所
有
は
一
ー
ー
一
ニ
町
程
度
て
一
一

l
コ
一
尿
の
葉
藍
加
工
金
治
己
な
う
に
す
ぎ

F
、
ま
っ
た
く
商

人
的
性
格
を
そ
な
え

τ
い
な
か
円
↑
た
。
藍
作
人
と
は
主
と
し
て
藍
作
に
し
た
が
う
直
接
耕
作
者
白
楓
稀
で
あ
り
、
零
細
友
土
地
所
有
者

中
小
家
・
下
人
た
ど
無
高
白
者
か
ら
た
る
が
、
思
に
農
耕
だ
け
で
在
〈
、
薬
h
T
藍
玉
白
生
産
者
に
や
と
わ
れ
水
か
け
や
賃
捕
さ
を
お
己

左
ヮ
た
階
暦
て
、
村
内
農
民
自
大
宇
は
己
れ
に
ぞ
く
し
て
い
た
。
閉
和
三
一
年
(
一
七
六
六
)
の
薄
政
改
革
主
将
期
に
封
建
領
主
と
大
藍

師
の
妥
協
が
成
立
し
、
以
よ
り
三
者
が
相
互
に
も
ち
あ
っ
て
い
た
矛
盾
は
決
定
的
な
も
の
と
な
る
が
、
明
和
以
前
の
段
階
ゼ
は
、
た
と

え
農
民
的
商
品
経
済
が
分
裂
す
る
崩
芽
を
は
ら
み
、
事
責
、
賓
暦
四
年
(
一
七
五
四
)
に
玉
師
株
白
結
成
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
落
構

カ
の
一
方
的
危
牧
奪
に
た
い
し
て
玉
師
と
藍
作
人
は
共
同
戦
線
を
む
す
び
、
惣
百
姓
的
た
一
授
形
態
に
よ
り
反
抗
す
る
己
と
が
で
き
る

共
通
白
地
盤
を
も
っ
て
い
た
の
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
己
の
段
階
は
領
主
的
主
商
品
経
済
に
民
向
か
ら
針
立
し
、
農
民
白
総
力
を
結
集
し

て
葉
車
専
買
反
封
一
撲
を
あ
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
段
階
で
あ
っ
た
白
に
封
し
、
明
和
以
降
の
段
階
ぞ
は
は
っ
き
り
と
犬
喪
師
、
小
藍

師
、
藍
作
人
の
階
居
的
矛
盾
が
ぼ
く
ろ
し
、
く
わ
え
て
大
震
師
白
寄
生
地
主
化
の
準
行
に
と
も
な
い
小
藍
師
は
商
品
生
産
者
的
中
農
暦

に
、
ま
た
藍
作
人
は
小
作
貧
農
層
に
推
柑
押
す
る
段
階
て
も
あ
っ
た
の
ぞ
あ
る
。

阿
波
に
お
け
る
葉
藍
事
責
制
度
の
成
育
担
程

第
七
十
四
巻

九

第
五
抗

六
五



同
法
に
お
け
る
葉
藍
事
直
制
度
の
成
立
担
程

第
七
十
四
巻

O 

第
五
巌

六
六

寛
呆
・
正
徳
期
の
村
落
構
造

『
阿
波
藩
に
お
け
る
近
世
村
落
の
形
成
過
程
』
の
な
か
で
名
束
郡
井
戸
村
を
中
心
的
な
素
材
と
し
な
が
ら
、
か
な
り
具

閥
的
に
徳
川
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
村
落
構
謹
の
稜
展
を
下
人
・
小
家
解
放
の
見
地
か
ら
な
が
め
、

G
阿
波
て
は
元
職
安
永
期

わ
た
し
は
、

三
六
八
八
|
一
七
八
O
」
ご
ろ
か
ら
村
落
白
内
部
構
遣
が
俊
佑
し
、
小
農
民
白
庚
汎
左
濁
立
が
あ
る
己
と
、

た
だ
し
本
百
姓
の
一
般
的

形
成
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
一
斉
的
て
な
い
こ
と
、
。
無
償
の
解
放
に
さ
い
し
、
登
家
の
血
縁
者
(
小
家
)
は
か
な
ら
1
9
持
高
を
分
け
あ
た

え
b
れ
た
が
、
非
血
縁
者
(
下
人
)
は
無
高
の
ま
ま
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
か
れ
ら
の
一
部
は
町
に
う
つ
っ
た
己
と
、
⑤
百
姓
一

授
は
解
放
を
促
進
し
た
が
、
童
家
の
恩
恵
が
多
分
に
作
用
し
た
の
を
無
視
し
え
な
い
己
と
、
⑮
そ
れ
に
際
じ
て
中
世
土
宜
果
的
地
主
も
愛

容
し
た
と
と
、
な
ど
を
の
ベ
た
。
こ
の
解
放
は
阿
波
藻
の
杢
土
に
ま
た
が
る
も
の
で
島
ち
た
が
、
と
く
に
吉
野
川
滑
岸
の
藍
作
一
地
帯
を

中
心
と
す
る
も
白
て
、
農
民
的
商
品
経
済
の
護
展
U
藍
作
の
登
展
に
う
な
が
さ
れ
、
こ
れ
を
媒
介
と
し
て
進
展
し
た
の
ぞ
あ
ヮ
た
。

と
こ
ろ
で
藍
作
農
業
が
成
立
し
、
下
人
・
小
家
の
解
放
が
進
行
し
た
た
め
、
そ
の
結
果
が
た
だ
ち
に
村
落
の
門
部
棒
戒
に
反
映
す
る

と
考
え

b
れ
る
管
永
・
正
徳
(
一
七
O
四
|
一
五
)
ど
ろ
の
村
落
棒
誼
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
費
料
に
も
と
ず
さ
、
つ

ぎ
に
藍
作
地
帯
由
一
部
を
し
め
て
い
る
吉
一
つ
の
村
を
か
か
げ
て
み
よ
う
。

ー一一一一一一一一一ァ-一一-，
二 三四

問J

以
I I上
三回

一一 -E
豪
村

主也
所

i 
構
成

四一四

ゴL戸

一
一
平
一
一
』

o ¥'6 



一
五
六
・
五

一
一
一
一
四
八

一0
0

『
天
正
十
七
年
腕
権
郡
之
内
客
車
村
御
検
地
眠
』
、
『
賓
永
六
年
麻
植
郡
喜
ホ
村
御
検
地
限
』
(
徳
島
勝
臨
植
郡
鴨
島
町
佐
民
館
町
寂
)
に
よ
り
つ

〈
づ
た
。
た
だ

L
費
永
六
年
の
検
地
幌
は
桝
蹴
地
分
の
み
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
貫
教
で
は
〈

b
べ
る
と
必
が
で
き
な
い
。

註
「一一ーγ一一一一一一一一一一一一一

000  0 一一

一一二五 五
町 II I I 
以 00-ーニ
下 ・

五五

O 
O 

六 四 四
¥一一---.---

四

八五 O
'-r--' 

九

~ ノ、

六 回 二

一一

四一凹

一

J、、

i¥. 

囚
凡
・
九

丸

O 
O 

O 
O 

計

囚
主主

名
東
郡
井
戸
村
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階
層
別
構
成
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阿
波
に
お
げ
る
葉
藍
草
萱
制
の
成
立
過
程

第
七
十
四
巻

註

『
延
費
二
年
名
東
郡
井
戸

村
棟
附
人
改
押
帳
』
、
『
正

得
三
美
巳
襲
名
束
郡
井
戸

村
欄
附
人
数
御
改
限
』

(
槽
島
麻
名
京
郡
南
井
上

村
宇
井
戸
、
湯
浅
信
成
氏

所
蔵
)
に
よ
る
。

第
五
訴

六
七



開
設
に
担
け
る
葉
藍
専
蛮
制
の
成
立
過
韓

第
七
十
四
巻

ノミ

i¥. 

第
五
皆

正
徳
二
年
名
東
郡
川
原
田
村
有
高
階
層
別
構
成

一一一:ii611 一

五

二

O

一

o
ー
一
五

五

1

一O

ニ

1

E

ニ
石
以
下

計

戸tpi旦三

1'1 批

『
正
徳
二
年
名
東
郡
川
原
田
村
御
楠
付
家
数
人
数
御
改
帳
』

名
東
郡
北
井
上
村
役
場
所
蔵
)
に
よ
る
。

註

(
徳
島
懸

持
高
比
車問

沼

二一一一・九

六
八

六
七
・
悶

四

五

八
・
七

九

O 
O 

O 
O 

右
の
表
か
ら
あ
き
ら
か
に
、
な
っ
た
こ
と
は
、
第
一
に
二
町
以
上
・
な
い
し
は
一
一

O
石
以
上
の
戸
数
比
率
と
土
地
所
有
あ
る
い
は
持
高
比

率
が
著
し
く
低
減
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
下
人
・
小
家
の
解
放
に
さ
い
し
所
有
地
を
分
県
し
た
こ
と
か

b
生
じ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
締
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
よ
屠
農
民
に
沿
い
て
は
大
藍
師
と
し
て
群
小
の
藍
作
人
か
ら
多
量
の
葉
藍
を
購
入
し
数
十
床
の
藍

玉
を
生
産
す
る
こ
と
に
工
り
、
か
え
っ
て
剰
徐
を
増
し
て
い
っ
た
者
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
土
地
所
有
に
よ
る
剰
鈴
の
獲
得
に
く
わ
え
て

加
工
生
産
か
ら
白
剰
徐
を
牧
得
し
は
じ
め
た
の
て
あ
る
。
し
か
し
他
方
、
分
奥
に
よ
り
非
常
に
零
細
化
す
る
者
も
存
在
し
た
が
、
こ
れ

を
井
戸
村
の
例
に
よ
っ
て
つ
ぎ
に
し
め
そ
う
。



戸、

右

喜
四
J

稲
ド

湯
浅
泊
兵
衛

Ilf 
煎

応

者

描

門

県
友
情
門

長

大

僑t

郎

長七

正

措

門

計
九
人 延

寅
二
年
(
石
高
)

(
四
五
・
一
一
)

(
四
四
・
三
)

(
二
八
・
大

( 

ー
. 

) 

夫

( 

. 
) 

甚
左
樹
門

E
徳
三
年
(
右
高
)

煎

川

T

兵

衛

宇

兵

衛

数

兵

衛

歪

兵

衛

長
右
市
門

計

六

人

胸間一右帯門

作

之

亙

普

(
四
五
二
一
)
肝

(
四
四
・
大
)

(
一
一
二
・
四
)

( 

五

) 

(
二
回
・
王
)
五
人
組

( 

. 
) 

( 

五

)
五
人
組

良R

(
ニ
ニ
・
八
)

( 

. 
) 

E 

九
・
八

作

( 

. 

茂

左

筒

門

(

六

・

七

)

延
費
二
年
の
九
人
の
う
ち
、
持
高
が
ふ
え
た
者
一
入
、
礎
化
の
な
い
者
三
人
、
へ
っ
た
者
五
人
、
不
明
一
人
(
忠
主
情
門
)
て
、
半

数
以
上
の
者
心
持
一
一
両
が
へ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
り
は
湯
浅
治
兵
衛
1
i宇
兵
衛
ぜ
あ
り
、
こ
の
と
ろ
か
ら
藍
玉
生

〔

=
μ
)

産
に
着
手
し
て
い
る
。
第
二
に
一
町
五
反
な
い
し
一
豆
右
前
後
の
中
跨
農
民
の
め
ざ
ま
し
い
飛
躍
て
あ
り
、
戸
数
治
主
び
土
地
所
有
・

~， 

( 

. 
) 

持
高
比
率
に
お
い
て
閉
阪
に
あ
ら
わ
れ
、
上
唐
農
民
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
大
き
な
地
重
を
し
め
て
い
る
。
乙
心
己
と
は
こ
の
段
階
に
お

い
て
封
建
領
主
に
よ
る
農
民
的
商
品
経
済
の
成
果
の
収
奪
と
い
う
葉
藍
専
費
制
が
ま
だ
施
行
さ
れ
て
お

b
子
、
藍
作
白
有
利
さ
が
土
地

(ニ
0
・
七
)

の
買
入
れ
を
容
易
な
ら
し
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
u

も
ち
ろ
ん
解
放
に
よ
る
分
山
円
か
ら
一
足
と
び
に
五
反
以
上
の
土
地
を
え
た
も
の
も

阿
波
に
お
け
る
葉
藍
事
費
制
の
成
立
過
程

第
七
十
四
巻

第
主
按

ノ、
ブL



阿
波
に
お
け
る
繋
藍
専
衷
制
の
成
立
過
桂

第
七
十
四
巻

四

事
五
盟

七
O 

あ
る
が
、
し
か
し
か
れ
ら
の
経
瞥
を
維
持
し
登
展
に
み
ち
び
い
た
の
は
藍
作
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
藍
作
の
措
置
展
に
と
も
な
い
小
商
品
生

産
者
と
し
て
下
か
ら
の
詮
を
あ
ゆ
み
だ
し
た
の
が
こ
の
階
居
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
一
に
五
反
以
下
な
い
し
は
五
右
以
下
の
下
暦
農
民

の
土
地
所
有
お
よ
び
持
千
円
品
比
率
が
ほ
と
ん
ど
増
減
し

τい
ず
、
依
然
と
し
て
低
い
こ
と
ぜ
あ
え
こ
の
こ
と
は
下
人
・
小
家
の
解
放
白

木
質
を
も
の
が
た
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
ナ
友
わ
ち
解
放
小
家
白
う
ち
、
と
く
陀
非
血
縁
小
家
は
無
高
の
ま
ま
の
者
が
多
く
、
た

と
え
介
奥
さ
れ
た
と
し
℃
も
二
石
以
下
て
、
か
れ
ら
は
藍
作
h
T
葉
藍
の
加
工

t
b
こ
な
う
章
家
に
古
い
隷
属
関
係
を
と
ど
め
な
が
ら
雇

傭
さ
れ
た
の
で
あ
り
白
こ
の
黙
に
こ
モ
解
放
の
ね
ら
い
が
ひ
モ
め

b
れ
て
い
た
。
な
治
、
正
徳
三
年
の
井
戸
村
て
は
ー
隷
属
小
出
品
U
無
高

が
六
九
戸
(
部
屋
・
借
・
鞠
宣
を
の
ぞ
く
)
、
川
原
田
村
て
は
一
ニ
七
戸
春
在
す
る
が
、
か
れ

b
は
人
身
的
隷
扇
関
係
を
主
要
た
む
す
び
つ
き

と
し
て
萱
家
の
経
瞥
に
従
事
し
て
い
た
も
の
と
品
唱
え
ら
れ
る
。

霊長

現
官
主
揚
混
信
成
氏
か
ら
り
間
取
り
に
よ
る
ω

な
布
『
発
費
暦
十
三
載
藍
貰
帳
』
(
同
家
所
開
問
)

播
州
の
柑
犀
唱
と
の
聞
に
出
張
取
引
が
あ
っ
た
乙
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

に
よ
れ
ば
、
大
阪
の
問
屋
は
も
左
よ
り
、

と
く
に

封
建
権
力
の
封
態
と
事
責
反
封
一
授

一
封
建
擢
力
の
割
腹

事
業
の
保
護
育
成

徳
川
の
初
期
、
幕
府
か
ら
課
せ

b
れ
る
軍
役
宇
土
木
工
事
に
た
え
る
た
め
、
諸
落
は
き
ぞ
っ
て
落
財
政
の
確
保
を
は
か
り
、
新
岡
開

裂
な
ど
に
力
を
そ
そ
い
だ
が
、
阿
波
落
と
で
決
し
て
そ
の
例
外
て
な
か
づ
た
ロ
慶
長
七
年
(
一
六
O
ニ
)
か
ら
賛
暦
一
三
年
二
七
六
三
)

rわ
た
る
阿
波
落
の
新
田
開
登
を
み
る
た
め
、
名
東
郡
金
村
の
新
開
を
と
り
あ
げ
た
が
(
拙
稿
前
掲
論
文
一
九
頁
)
、

そ
れ
ぞ
は
寛
永
期



三
六
ニ
四
l
四
三
)
を
ピ
ー
ク
と
し
て
激
減
の
傾
向
を
た
ど
フ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
中
世
土
豪
的
地
主
心
主
導
に
上
司
h
v

厳
闘
は
は
や
く

も
寛
永
期
て
ゆ
き
ず
ま
り
を
生

U
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
落
財
政
の
強
化
と
い
う
至
上
命
令
を
貫
徹
し
よ
う
と
思
え
ば
、
ま
ず
新

聞
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
初
代
務
主
の
と
き
か

b
手
が
け
て
き
た
殖
産
興
業
と
く
に
藍
作
を
積
極
的
に
育
成
し
な
け
れ
ば
な

b
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
己
の
育
成
を
あ
ず
か
る
機
関
と
し
て
寛
永
三
年
ご
さ
一
五
)
に
櫨
方
役
場
の
一
部
に
「
藍
方
」
を
も
う
け
た
が

(
「
阿
波
園
最
近
文
明
責
料
』
主
一
一
一
阿
世
車
の
項
。
長
尾
氏
縞
前
掲
書
径
一
上
八
凡
頁
)
、
さ
ら
に
「
北
方
」
五
郡
に
ひ
ろ
ま
っ
た
こ
ろ
に
は
技
術

の
改
良
が
さ
か
ん
で
、
板
野
郡
市
場
の
助
次
が
翠
玉
の
腐
敗
を
ふ
せ
ぐ
た
め
砂
を
混
入
す
る
こ
と
を
考
え
だ
し
、
ま
た
板
野
郡
の
組
頭

庄
屋
で
あ
り
、

務
還
を
も
い
と
左
ん
だ
と
い
う
森
営
左
衛
門
(
第
四
世
)
が
藍
玉
白
製
法
を
改
良
し
た
と
い
う
の
で
、

と
く
に
後
者
に

褒
賞
を
あ
た
え
て
い
る
(
『
杭
野
郡
詰
』
一
二
五
七
頁
)
。

こ
の
ほ
か
「
藍
作
人
共
困
窮
一
一
付
家
数
等
相
減
候
市
者
、
五
郡
衰
微
之
廿
喜
一
一
茂

「
草
作
人
共
之
内
極
め
て
困
窮
之
者
江
者
手
営
を
も
致
誼
」
し
、
ま
た
「
年
貢
藍
代
難
牧
納

毎
々
未
進
一
一
相
成

相
成
」
る
か

b
、

方
様
之
節
ハ
遺
品
草
H
取
立
L

て
る
と
い
う
封
建
椿
刀
と
し
て
は
最
大
限
の
努
力
を
は
ら
い
(
長
尾
氏
綱
前
掲
書
巻
一
ト
二
一

O
頁)、

産
の
設
展
を
う
な
が
し
た
の
で
あ
る
。

藍
生

葉
産
事
費
制
度
の
成
立

す
で
に
藩
外
に
販
資
さ
れ
て
い
た
よ
う
て
あ
り
、

産
生
産
を
奨
閲
し
た
蒋
は
、
他
方
て
藍
玉
の
移
出
を
は
か
り
市
場
白
讃
大
に
つ
と
め
た
。

E
保
・
慶
安
の
(
一
六
回
目
玉
一
)
己
ろ

「
元
葉
と
別
々
ニ
鴬
致
事
ラ
上
製
-
一
骨
身
ヲ
入
ル
ル
様
L

に
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
(
上
褐
書
告
一
上
二
九
頁
)
、
品
質
の
黙
で
は
山
城
(
東
寺
近
越
)

h

T

掃
津
「
東
成
郡
)
白
藍
に
治
主
ば
ず
、

下
品
と
し
て
紺
屋
に
不
評

を
か
っ
て
い
た
。
一
冗
藤
期
を
中
心
と
し
て
擁
@
河
・
泉
そ
白
他
の
地
域
て
棉
作
が
さ
か
ん
と
な
る
に
し
た
が
い
藍
玉
の
需
要
は
た
か
ま

り
、
他
園
に
出
府
を
創
設
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
販
賓
の
中
心
は
江
戸
で
あ
っ
た
。
江
戸
に
は
営
時
す
で
陀
藍
問
屋
と
名
の
る

同
捜
に
布
け
る
葉
藍
幕
直
制
の
成
立
温
帯

第
七
十
四
巻

五

事
五
摺

七



阿
故
忙
布
け
る
棄
藍
事
責
制
り
・
成
立
過
程

第
七
十
四
巻

~ 
/、

第
五
焼

七

大
商
人
が
お
り
、
原
産
地
阿
波
と
江
戸
白
取
引
は
こ
れ

b
白
問
屋
へ
登
迭
し

τ買
り
さ
ば
く
と
い
う
問
屋
着
販
買
仕
法
に
よ
っ
て
治
こ

な
わ
れ
、
漆
自
問
が
こ
り
販
頁
方
法
に
よ
る
こ
と
を
古
だ
め
て
い
た
。
し
か
し
こ
山
方
法
に
よ
れ
ば
、
阿
波
の
藍
商
人
(
町
K
A
)

は
た

こ
れ
を
江
戸
白
藍
問
屋
に
責
り
つ
け
る
に
と
ど
ま
り
、
藍
問
屋
|
|
地
方
問
屋

l
l柑
屋

と
い
う
庚
い
流
通
過
程
か
ら
し
め
だ
さ
れ
る
た
め
、
藍
玉
の
値
段
は
コ
一
部
の
商
人
白
指
値
に
左
右
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
不
利
な

販
費
組
織
を
あ

b
た
め
よ
う
と
、
直
費
方
式
(
阿
棋
の
地
で
直
接
に
販
賀
す
る
)
や
振
貸
方
式
(
場
所
に
か
か
わ
ら
ず
註
文
に
よ
り
随
時
自
由
販

買
す
る
)
を
と
り
は
じ
め
た
の
が
小
松
島
の
藍
商
"
で
あ
る
。
一
方
、
宮
島
・
鶴
島
の
藍
商
は
資
力
の
ゆ
た
か
た
一
-
一
部
の
商
人
に
よ
り
か

か
り
、
こ
れ
ま
で
白
問
屋
着
服
責
任
法
を
固
執
し
た
た
め
、
こ
の
雨
者
の
聞
に
訴
訟
問
題
が
ひ
き
お
こ
っ
た
。
賓
永
四
年
(
一
七
O
七
)

ん
に
在
方
の
藍
玉
生
産
者
か
ら
集
荷
し

こ
山
問
題
に
つ
い
て
落
は
仲
裁
者
向
た
命
令
を
く
だ
し
、
相
模
以
来
を
江
戸
問
屋
粛
と
し
、
そ
れ
以
西
を
直
買
・
振
買
い
ず
れ
も
自
由

と
し
た
。

相
模
以
一
束
に
お
け
る
問
屋
着
販
賀
仕
法
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
強
佑
さ
れ
、
享
保
九
年
(
一
七
二
四
)
に
は
株
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
。

こ
白
こ
ろ
江
戸
に
は
阿
波
屋
長
右
衛
門
、
市
川
屋
藤
左
衛
門
と
い
う
藍
問
屋
が
二
軒
あ
り
、
こ
れ

b
は
江
戸
二
一
一
組
問
屋
の
一
つ
と
し

て
加
入
し
て
い
た
(
西
野
藍
雨
氏
『
江
戸
車
商
主
佃
島
紳
枇
」
染
織
一

O
O
韓)。

己
白
ほ
か
仲
買
三
六
人
が
治
り
、
モ
の
う
ち
一
六
人
は

株
仲
同
の
組
織
は
右
白
藍
問
屋
二
軒
と
仲
買
三
六
人
生
指
定
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
享
保
ご
ろ
藍
作
は
康
汎
に
の
び
、
主
郡
白
ほ
か
美
馬
・
一
二
好
に
ま
で
お
よ
び
、
在
ゐ
の
王
師
は
藍
玉
だ
け
で
な
く
築
を

江
戸
に
在
住
、
二

O
人
は
田
舎
(
阿
波
)
に
在
住
し
て
い
た
が
、

も
移
出
し
よ
う
と
は
か
っ
て
い
た

ω
で
あ
る
が
、
株
仲
間
心
結
成
は
こ
心
在
方
の
う
ご
さ
を
阻
止
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ら
在

方
白
玉
師
・
藍
作
人
や
町
一
b
(小
松
島
)
の
藍
商
の
犠
特
に
沿
い
て
、
落
棲
力
は
=
一
都
心
商
人
宇
一
都
心
町
方
(
宵
島
・
持
活
)
藍
商
と

む
す
び
つ
き
、
利
径
の
わ
け
前
(
冥
加
金
)
に
あ
ず
か
ろ
う
と
し
た
の
ぞ
あ
る
。
さ
ら
に
同
年
、
落
は
江
戸
符
替
を
創
設
し
、

在
み
荷



主
白
藍
王
費
よ
代
金
に
た
い
し
て
落
礼
金
獲
行
す
る
と
い
う
機
構
を
つ
く
り
あ
げ
、
紙
で
黄
金
を
ま
き
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
山
政
策
を
長
期
に
わ
た
っ
て
も
ち
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
空
る
ほ
ど
在
方
の
抵
抗
は
弱
く
友
か
っ
た
。
株
仲
間
が
つ
く
b
れ
て
か

b
早
〈
も
六
年
目
に
は
、
着
荷
が
著
し
く
へ
り
た
た
め
江
戸
藍
問
屋
は
町
奉
行
へ
う
っ
た
え

τ
い
る
が
、
こ
れ
は
在
方
白
ボ
イ
コ
ッ
ト

に
よ
り
移
出
藍
の
大
半
が
大
阪
へ
流
れ
こ
ん
だ
こ
と
か

b
お
こ
っ
た
の
て
あ
る
。
藩
権
力
は
在
方
白
大
藍
師
が
商
人
的
性
格
士
沿
び
三

都
心
商
人
と
封
抗
し
℃
い
る
事
質
に
限
を
b
h
a
う
こ
と
が
で
き
ず
、
字
保
一
六
年
(
一
七
三
一
)
問
屋
芦
専
賀
を
撤
駿
し
、
直
責
を
ゆ

る
す
こ
と
に
よ
り
株
仲
間
に
解
散
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

株
仲
間
に
よ
る
統
制
り
失
肢
を
契
機
と
し
て
、
今
ま
で
外
に
む
け
ら
れ
て
い
た
務
の
関
心
は
あ
、
b
た
め
て
内
へ
む
か
う
こ
と
と
な

り
、
株
仲
間
に
か
わ
り
よ
り
闘
い
貨
幣
経
済
を
掌
援
す
る
手
段
と
し

τ、
享
保
一
八
年
(
一
七
一
一
二
三
業
震
専
資
制
を
施
行
し
た

ω
て

あ
る
(
長
尾
氏
編
曲
掲
書
巷
一
下
五
土
!
大
O
頁
)
o

葉
藍
専
費
制
度

ιは、
θ
落
が
藍
作
人
よ
り
葉
震
を
買
収
、
@
買
収
し
た
葉
藍
を
監

玉
生
産
者
に
は

b
い
さ
げ
る
、
⑤
業
藍
・
誕
の
移
出
禁
止
、
一
伺
東
作
税
と
し
て
藍
作
人
よ
り
葉
藍
牧
穫
尚

ω凶
歩
一
主
徴
牧
す
る
と
と
悲

ど
を
内
容
と
す
る
も
の
で
、
直
接
耕
作
者
か

b
一
定

ω倒
格
て
買
よ
げ
、
商
業
利
潤
を
え
て
東
玉
生
産
者
に
費
抑
う
と
い
う
制
度
て
あ

る
が
、
こ
の
諸
政
策
の
主
要
謝
象
に
な
っ
た
の
は
云
う
ま
で
も
な
く
藍
作
農
民
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
藍
玉
の
移
出
に
謝
し
て
五

O
分
の

一
白
移
同
税
を
賦
課
し
、
ま
た
移
出
す
る
藍
玉
一
俵
に
つ
き
銀
一

O
匁
宛
を
落
札
て
雨
替
し
、
こ
れ
を
行
着
銀
と
よ
ん
て
落
の
牧
入
と

し
た
が
、
こ
れ
は
藍
商
を
釘
象
と
し
た
。
そ
の
後
賓
暦
四
年
(
一
七
五
回
)
に
は
在
株
制
度
と
し
て
王
師
株
主
制
定
し
、
葉
監
加
工
生

産
者
を
統
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
こ
か

b
冥
加
金
を
ひ
き
だ
し
財
源
の
一
部
に
あ
て
た
。
さ
さ
に
も
ふ
れ
た
と
お
り
、
吉
野
川
柑
岸

の
鹿
作
農
村
に
は
一
村
あ
た
り
一
人
の
大
藍
師
と
五
|
六
人
の
小
藍
師
が
い
た
が
、
こ
れ

b
の
宝
師
に
の
み
藍
宝
生
産
を
ゆ
る
し
、
か

れ
b
k苛
酷
な
冥
加
金
を
課
し
た
の
て
あ
る
か
ら
、
王
師
株
か
ら
除
外
さ
れ
た
者
は
も
ち
ろ
ん
、
王
師
自
慌
の
な
か
か

b
と
れ
に
反
封

阿
世
に
お
け
る
葉
藍
事
責
制
の
成
立
過
程

第
七
十
凹
巻

ヒ

第
五
競

七



阿
世
に
お
け
る
葉
藍
事
責
制
の
成
北
過
程

第
七
十
田
谷

ノl

第
五
暁

と
四

す
る
も
の
が
生
じ
た
。
本
来
在
株
制
度
の
制
定
は
、
や
が
て
農
民
的
商
品
経
済
を
分
裂
に
み
ち
び
く
要
因
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
段
階
ゼ
は
落
財
政
の
窮
乏
か
ら
一
く
る
封
建
領
主
の
諒
求
が
あ
主
り
に
も
つ
よ
か
っ
た
た
め
、
訟
に
封
建
槽
カ
と
員
E
商
か
ら
封
立
す

る
己
と
と
在
っ
た
り
J
し
あ
る
。

=
車
貰
反
劃
一
撰

阿
波
に
一
沿
い
て
は
降
須
賀
氏
の
入
封
(
一
五
八
王
)
以
降
、
費
暦
の
末
(
一
七
六
一
エ
)
ま
で
に
一
一
件
の
百
姓
一
擦
が
お
こ
っ
て
い
る

が
、
こ
の
う
ち
四
件
吉
て
が
賓
暦
年
間
(
一
七
五
一
ー
よ
二
一
)
に
集
中
し
て
い
る
。
賓
暦
六
年
(
一
士
五
六
)
の
一
織
部
騒
動
、
藍
騒
動
、
同

八
年
(
一
七
瓦
八
)
の
主
情
騒
動
、
同
九
年
こ
七
五
さ
の
戸
越
騒
動
が
ζ

れ
て
あ
る
。
農
民
的
商
品
経
済
の
展
開
と
下
人
・
ル
家
の

解
放
ク
契
機
K
村
落
棒
迭
は
大
会
戸
一
く
制
型
化
し
て
く
る
が
、
こ
れ
ら
一
と
相
互
規
定
の
関
係
に
た
っ
百
姓
一
時
間
も
ま
た
そ
の
職
略
に
お
い
て

大
き
た
鑓
化
を
し
め
す
。
徳
川
初
期
に
沿
い
て
は
検
地
の
反
針
金
旗
印
と
す
る
中
世
土
豪
屠
の
主
導
に
主
る
も
の
が
大
都
介
ぜ
あ

p
、

大
さ
む
一
燃
は
山
間
地
に
後
生
し
て
い
る
が
(
桑
田
葉
信
氏
稿
本
『
阿
世
岡
吉
姓
一
摂
』

l
堀
江
英
一
研
究
車
プ
リ
ン
ト
。
林
基
氏
『
近
世
に
お

け
る
階
放
闘
宇
の
諸
形
態
』
二
六
、
士
一
九
、
四
O
、
四
八
四
九
頁
。
拙
稿
前
掲
論
丈
一
凹
頁
。
)
、
費
暦
の
段
階
て
は
、
第
一
に
た
と
え
ば
祖
谷

の
戸
越
除
動
て
名
手
・
下
人
が
名
子
育
姓
に
よ
る
請
負
耕
作
と
夫
役
の
髄
減
を
名
木
(
名
主
川
中
世
土
豪
的
地
主
)
に
要
求
し
た
こ
と
に

代
表
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
般
に
下
官
官
農
民
の
樹
立
化
傾
向
を
明
確
に
し
め
し
て
い
る
。
第
三
に
農
民
的
商
品
紹
済
が
成
育
し
て

い
る
た
め
、
大
規
模
ゼ
し
か
も
組
織
的
で
あ
り
、
平
垣
部
に
お
こ
っ
て
い
る
。
第
三
陀
惣
百
姓
一
撲
が
多
く
、
封
建
領
主
ま
た
は
給
人

〔註》

L
r
一
直
接
に
封
立
す
る
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
誇
特
徴
を
典
型
的
に
モ
左
え
た
一
授
が
藍
臆
動
と
よ
ば
れ
る
専
費
反
射
一
撲
で
あ
る
。

言E

一
撲
の
具
瞳
的
な
細
過
や
事
例
に
づ
い
て
は
、

『
有
束
郡
高
原
村
、
五
世
肺
祉
資
離
』
(
堀
江
英
一
研
究
室
プ
P

ン
ト
)
、
桑
田
氏
前
掲
稿
本
八

l
一

三
頁
、
長
尾
氏
縞
前
掲
害
程
一
下
、
黒
正
接
氏
『
阿
波
藩
藍
一
主
一
摂
』
(
経
済
且
研
究
四
一
瞬
)
、
篠
原
龍
三
郎
氏
稿
本
『
阿
波
義
民
氏
京
右
帯
門
氏



謹
五
人
の
功
績
虫
梗
概
』
な
ど
に
主
り
た
。

賓
暦
六
年

一
月
初
旬
、
名
西
郡
高
原
村
の
村
役
人
常
左
衛
門
ほ
か
凹
人
に
よ
っ
て
衣
の
よ
う
な
姐
文
が
一
二
湿
っ
く
ら
れ
、
村
々
の

寺
を
中
出
四
棟
鮪
と
し
て
一
ニ
経
路
か

b
四
つ
の
郡
に
な
が
さ
れ
た
。

此
度
藍
一
巻
願
出
に
付
廻
文
の
事

一
藍
四
歩
相
懸
り
武
拾
四
・
五
年
に
罷
成
候
所
又
に
長
ル
成
年
よ
り
玉
株
に
被
仰
付
作
人
萱
統
困
窮
仕
美
と
思
年
に
罷
成
御
年
貢
等
も
相
調
か
た

〈
雨
親
妻
子
血
馬
等
も
難
育
惣
作
人
共
宣
統
申
談
仕
候
温
衆
ル
廿
八
日
鮪
喰
村
川
原
へ
出
合
可
申
候
宜
〈
村
々
作
人
共
艮
鐘
津
久
棒
用
意
に
て
面

白
々
其
村
々
印
致
シ
名
前
亜
日
付
罷
出
可
申
侠
此
廻
状
村
，
Z
守
々
へ
御
廻
一
ン
被
成
侯
若
滞
り
候
得
は
其
寺
焼
打
い
た
し
可
申
候
以
上

子
園
十
一
月

麻
植
名
西
名
東
板
野
惣
作
人
共
江

註

『
名
西
郡
高
原
村
五
世
刊
記
芦
蝉
』
二
頁
に
工
る
。

姐
女
の
倖
建
は
か
た
ら
ず
し
も
国
滑
て
た
く
、
寺
の
う
ち
に
は
肺
結
郡
一
一
一

y
島
村
(
現
在
睦
島
村
の
]
部
)
蓮
光
寺
の
よ
う
に
藩
へ
内

通
す
る
も
の
が
あ
っ
売
た
め
、
一
遁
は
中
絶
し
、
他
の
二
遣
は
者
び
し
く
温
求
扱
う
け
た
が
、
西
依
村
愛
車
門
院
|
|
白
和
泉
谷
村
和
泉
寺

|
|
七
依
村
賓
蔵
寺
ー
ー
ー
大
幸
村
(
現
在
大
揮
村
)
の
コ

l
ス
を
へ
て
吉
野
川
比
岸
の
板
野
郡
に
、
他
は
吉
野
川
南
岸
の
名
西
・
名
東
雨

郡
に
刻
ず
け
さ
れ
た
順
廻
は
ひ
そ
か
に
つ
づ
け
ら
れ
た
。
廻
女
あ
り
し
だ
い
用
意
を
止
と
の
え
る
よ
う
と
の
約
東
ど
沿
り
、
順
狙
が
お

わ
る
と
改
定
さ
れ
た
同
月
一
五
目
ご
ろ
の
世
情
は
異
常
在
緊
迫
感
の
た
か
に
つ
つ
ま
れ
、
各
地
J
t
一
集
合
平
提
鎧
・
大
鼓
・
蝶
貝
に
よ
る

農
民
D
J
ア
モ
ス
ト
レ

1
シ
ョ

Y

が
強
行
さ
れ
た
。
こ
わ
に
封
す
る
藩
の
針
策
は
燭
蓄
に
よ
っ
て
主
謀
者
の
自
首
を
も
止
め
る
一
方
、
コ
一

人
以
よ
の
集
合
を
徒
撲
と
み
な
し
て
禁
止
す
る
だ
け
て
た
く
、
ス
パ
イ
を
つ
か
つ
て
の
徹
底
的
在
検
束
主
義
に
工
り
、
二
八
日
ま
で
に

は
指
場
者
の
五
人
を
ふ
く
み
一

O
人
ほ
ど
を
逮
捕
し
た
。
こ
の
検
翠
M

れ
よ
り
決
行
日
を
目
前
に
ひ
か
え
て
同
郡
一
斉
の
蜂
起
は
挫
折
の
一

阿
世
に
布
吋
る
薬
藍
事
買
制
の
成
立
温
程

第
七
十
四
巻

ゴじ

第
五
抽
出

七
五



阿
世
に
お
け
る
葉
藍
専
賓
制
の
成
立
過
程

第
七
十
阿
佐

O 

第
主
蹴

七
六

や
む
な
き
に
い
た
っ
た
が
、
西
麻
柏
村
か
ら
芝
原
村
、
板
野
郡
白
諸
村
に
か
け
て
分
散
的
な
事
件
が
登
生
し
た
。
翌
七
年
一
一
一
月
、
肯
左

衛
門
以
下
五
人
は
傑
罪
の
極
刑
に
虎
せ
ら
れ
、
そ
の
家
族
も
ま
た
郡
外
迫
放
の
身
と
な
っ
た
。

以
上
の
簡
単
な
事
件
白
経
過
か
ら
部
分
的
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
庄
屋
h
T
藍
師
を
う
ち
こ
わ
す
と
い
う
事
例
は
一
件
も
ゐ
と
っ
て

い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
一
撲
の
主
憶
が
藍
作
税
の
賦
課
ヤ
玉
師
株
の
結
成
に
反
封
ず
る
藍
作
人
を
中
心
に
農
民
の
す
べ
て
の
暦
を
庚
く

ふ
く
ん
で
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
、

指
導
者
常
左
衛
門
が
村
役
人
(
五
人
組
)
て
あ
り
た
こ
と
、

板
野
郡
大
幸
村
の
庄
屋
兵
右

衛
門
が
位
職
の
不
在
に
き
い
し
廻
文
を
積
極
的
に
廻
送
し
た
こ
と
、
主
導
者
の
嫌
疑
を
う
け
て
入
牢
し
た
高
原
村
の
前
庄
屋
伊
右
衛
門

が
藍
商
て
あ
っ
た
こ
と
、
姐
女
の
迫
記
に
「
人
敢
行
暮
候
節
ハ
王
師
方
可
量
筈
」
と
書
か
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
と
に
前
庄
屋
・
藍
商
の

伊
右
衛
門
は

7
p
パ
イ
と
し
て
大
阪
へ
藍
玉
販
買
に
お
も
む
い
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
が
、
村
役
入
居
中
大
藍
師
が
こ
の
一
換
を

指
導
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
一
撲
の
主
勢
力
が
専
賢
制
度
の
封
象
と
な
っ
た
藍
作
人
て
あ
り
、
と
く
に
下
人
・
小
家
の

解
放
に
よ
り
萱
家
と
し
て
封
建
的
自
替
曲
障
に
な
り
え
た
者
が
か
れ

b
の
中
て
も
っ
と
も
活
動
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
姐
女
の

起
草
と
執
筆
を
捲
賞
し
た
山
口
吉
左
衛
門
が
駈
出
奉
公
人
て
あ
り
、
主
謀
者
と
の
嫌
疑
を
う
け
て
検
眠
草
さ
れ
た
事
来
村
の
岸
田
和
左
衛

門
、
高
原
村
の
篠
原
大
左
衛
門
が
と
も
に
駈
出
奉
公
人
て
あ
る
己
と
な
ど
か
ら
者
え
ら
れ
る
。
大
東
師
、
小
鹿
師
、
草
作
人
の
=
一
者
は

h
s
D
b
の
封
抗
し
あ
う
矛
盾
を
も
ち
左
が
ら
藩
樋
力
の
苛
酷
な
牧
奪
に
射
し
て
共
同
戦
線
を
つ
く
わ

J

え
た
の
は
、
農
民
的
商
品
経
済
自

題
の
内
部
矛
盾
に
く
ら
べ
て
創
出
領
主
的
商
品
経
済
と
の
矛
盾
白
方
が
よ
り
大
き
か
っ
た
た
め
で
あ

p
、
そ
心
意
味
に
お
い
て
、
た
と
え

一
撲
が
挫
折
し
た
と
し
て
も
、
藩
権
力
に
あ
た
え
た
影
響
は
絶
大
な
も
の
が
あ
っ
た
。

闘
争
の
結
果
、
葉
車
専
資
制
度
は
根
祇
か

b
壊
滅
し
、

こ
れ
斗
ま
で
の
桂
桔
は
ほ
と
ん
ど
取
り
の
ぞ
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
藩
は
藍
作
人

に
釘
し
て
、

θ
生
活
安
定
の
た
め
賛
暦
六
年
冬
、
葉
藍
一
高
俵
を
買
上
げ
る
、
@
同
八
年
五
月
藍
作
税
の
徴
収
法
を
あ
ら
た
め
、
延
滞



銀
を
年
賦
上
納
と
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
藍
作
税
は
葉
藍
買
受
人
た
る
藍
附
よ
り
の
上
納
と
す
る
、
③
同
一

O
年
八
月
藍
作
枕
お
よ

び
玉
師
株
の
慶
止
、
と
い
う
措
置
を
と
る
一
方
、
藍
師
に
封
し
て
は
同
一

O
年
八
月
日
銀
請
露
を
入
札
請
負
と
し
て
軍
師
の
自
主
的
経

品
百
に
ゆ
だ
ね
た
の
で
あ
る
。
と
れ
ら
白
諸
成
果
に
よ
ワ
て
明
ら
か
な
と
沿
り
、
指
導
者
五
人
の
犠
牲
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

一
換
の
成
果
を
本
営
に
吸
牧
し
た
階
暦
が
あ
り
、

的
は
す
べ
て
達
成
さ
れ
た
。
し
か
し
問
題
は
こ
れ
に
と
ど
ま
b
た
い
。

一
撲
の
目

一
段
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
も
ゆ
と
、
利
用
さ
れ
た
も
D
が
い
る
筈
ぜ
あ
る
。
つ
ぎ
に
こ
の
黙
に
つ
い
て
の
べ
て
み
よ
う
。

明
和
の
藩
政
改
革

農
民
の
自
然
経
済
を
本
来
的
た
経
済
的
基
盤
と
し
て
い
た
純
粋
封
建
開
制
は
、
農
民
的
友
商
品
経
済
が
稽
展
す
る
と
己
れ
ま
で
の
現

物
貢
租
鵠
系
を
村
落
の
下
討
に
ま
で
貫
徹
す
る
こ
と
が
て
者
ず
、
落
財
政
の
逼
迫
佑
を
ま
ね
い
た
。
己
己
に
封
建
的
危
機
が
生
ず
る

が
、
阿
波
縫
も
ま
た
こ
の
危
機
比
一
民
面
し
た
の
で
あ
る
。
阿
波
部
は
危
機
を
克
服
す
る
施
策
と
し
て
事
保
九
年
(
一
七
二
回
)
以
来
、

株
仲
間
の
結
成
、
江
戸
渇
替
の
設
置
、
葉
東
専
費
制
度
の
施
行
、
藍
宝
移
出
税
の
徴
牧
、
王
師
株
の
組
織
玩
ど
い
ろ
い
ろ
た
政
策
全
賢

行
し
、
商
品
課
税
を
重
闘
す
る
と
と
に
よ
り
農
民
的
商
品
経
済
の
成
果
を
〈
み
と
り
、
商
品
経
済
白
塗
展
に
封
隠
し
よ
う
と
懸
命
に
つ

と
め
作
白
ゼ
あ
っ
た
が
、
賓
麿
六
年
(
一
七
4
六
)
の
惣
百
姓
的
な
専
貰
反
射
一
挟
て
領
主
の
諸
封
臆
は
己
と
ご
と
く
う
ち
く
だ
か
れ

て
し
ま
っ
た
の
ぞ
あ
る
。
し
か
し
一
撲
の
後
ま
す
ま
す
づ
の
る
藩
財
政
の
危
機
は
封
建
権
力
を
無
翁
無
策
の
う
ち
に
ほ
っ
て
お
〈
も
の

て
な
か
っ
た
。
明
和
一
一
一
年
(
一
七
六
六
)
を
中
心
と
し
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
落
政
改
革
は
、
か
つ
て
の
宝
師
株
白
組
織
白
簡
の
な
か

に
農
民
的
商
品
経
済
を
分
裂
に
き
モ
う
蔚
芽
が
ひ
そ
ん
て
い
た
と
と
を
み
と
め
、
玉
師
と
藍
作
人
の
聞
に
〈
さ
び
を
う
ち
己
む
、
云
い

か
え
れ
ば
農
民
分
裂
策
を
積
極
的
に
治
し
す
す
め
る
と
い
う
こ
去
を
前
提
L
し
し
て
左
り
た
つ
も
の
て
あ
っ
た
。
こ
の
ば
あ
い
、
封
建
領

阿
誼
に
拘
け
る
葉
藍
事
貰
制
度
の
成
立
過
程

第
七
十
回
毎

第
五
盟

七
七



阿
披
に
お
け
る
莱
藍
事
責
制
度
目
成
立
遁
程

第
七
十
四
巻

第
五
弦

七
人

主
と
在
日
万
藍
商
の
妥
協
の
成
立
と
い
う
己
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
専
買
反
封
一
授
の
闘
争
成
果
を
ふ
み
に
じ
る
も
の
て
あ

p
、
惣
百

姓
一
段
か
ら
村
方
騒
動
さ
ら
に
打
致
し
に
う
つ
る
過
程
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。

一
一
代
の
藩
主
蜂
須
賀
重
喜
の
治
世
(
賓
層
五
明
和
五
年
)
に
お
こ
た
わ
れ
た
落
政
改
革
は
、

官
械
の
改
革
に
大
き
く
わ
け
る
こ
と
が
て
き
る
。
ま
ず
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
名
西
郡
高
川
村
の
籾
頭
庄
屋
・
藍
商
の
八
十
左
衛
門

'
白
建
議
を
全
面
的
に
う
け
い
れ
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
八
十
左
衛
門
の
建
議
に
よ
れ
ば
(
長
尾
氏
備
前
稿
者
巻
二
上
一
五
九
頁
)
、
第

一
に
阿
波
藍
業
白
停
滞
、
ひ
い
て
は
諜
財
政
の
窮
乏
化
を
ま
ね
い
た
も
り
は
、
賓
暦
期
(
一
七
五
一
六
三
)
か
ら
し
だ
い
に
横
暴
を
き

わ
め
つ
つ
あ
っ
た
大
阪
藍
問
屋
て
あ
り
、
か
れ
ら
の
専
横
己
モ
藍
玉
値
段
が
底
下
す
る
原
因
て
、
そ
こ
か

b
の
み
盤
作
人
の
生
活
苦
が

あ
こ
れ
は
、
ま
た
落
財
政
の
貧
困
化
も
治
己
る
。
し
た
が
っ
て
大
阪
藍
問
屋
の
取
締
り
が
営
両
白
大
問
題
で
あ
る
。
第
三
に
一
撚
後
の

賓
暦
一

O
年
整
方
御
用
場
の
陵
止
と
と
も
に
肥
料
代
銀
の
貸
付
も
中
絶
し
た
が
、
藍
作
人
を
救
済
し
葉
監
の
増
欣
を
は
か
る
た
め
に
は
、

ふ
た
た
び
か
れ
ら
に
肥
料
代
銀
を
貸
し
つ
け
る
己
と
が
堅
ま
し
い
と
い
う
一
一
期
を
の
ベ
て
い
る
。
己
の
建
策
に
も
と
ヂ
空
一
謹
の
改
革

が
お
こ
た
わ
れ
た
が
、
己
れ
を
列
臨
唱
す
る
と
、

G
八
軒
の
大
阪
藍
問
屋
株
主
う
ば
い
、
一
一
四
人
心
仲
買
人
に
阿
波
へ
の
入
園
を
禁
じ
、

己
れ
を
財
政
改
革
(
藍
政
)

と
職
班

今
後
徳
島
市
中
に
も
う
け
ら
れ
た
藍
宝
買
場
所
て
買
買
を
治
己
左
う
こ
と
、
@
明
和
三
年
藍
作
肥
料
銀
の
か
し
さ
げ
を
ふ
た
た
び
貫
施

す
る
も
、
翌
日
年
己
れ
を
あ
ら
た
め
藩
の
直
貿
に
よ
る
干
鰯
を
現
品
貸
し
す
る
(
肥
料
の
事
一
号
、

@
藍
作
税
と
し
て
索
藍
牧
穫
高
の
一

歩
主
徴
牧
、
⑮
王
師
株
の
再
興
、
@
藍
宝
移
出
税
(
ロ
銀
)
と
し
て
移
出
高
の
四
歩
を
徴
牧
、

き一

O
匁
あ
て
を
一
向
春
、
ぬ
藍
方
役
場
の
設
置
、
な
ど
て
あ
る
。
こ
れ

b
七
項
目
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
に
形
の
上
て

し
か
し
専
費
反
劃
一
撲
の
成
果
は
見
事
に
大
藍
師
(
監
商
)

的
行
着
銀
と
し
て
移
出
藍
玉
一
俵
に
つ

は
専
費
反
劃
一
撲
以
前
の
治
安
に
近
い
も
の
を
復
元
し
た
の
で
あ
る
が
、

あ
る
い
は
小
鹿
師
に
よ
っ
て
吸
牧
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
産
問
屋
株
は
解
散
さ
れ
て
藍
商
は
樹
立
し
、
し
か
も
か
れ
ら
は
宝
師
株
再
興
に



よ
ヮ
て
藍
作
人
主
務
占
的
に
支
配
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
裏
切
b
れ
た
の
は
藍
作
人
だ
け
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
職
班
官
禄
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
@
家
老
を
第
一
班
、
中
老
を
第
一
一
班
、
物
頭
を
第
三
班
と
し
て
、
交
官
を
首
席
に
武
官
を

末
席
K
お
き
、
藍
政
を
も
っ
と
も
重
腕
し
た
、
。
三
年
を
か
ぎ
っ
て
落
士
の
禄
の
半
分
を
沿
さ
め
る
、
⑤
倹
約
の
励
行
、
倹
約
を
郡
下

に
命
日
ヂ
る
と
と
も
に
藩
主
白
自
奉
が
年
四
千
雨
で
あ
っ
た
り
を
ご
百
雨
に
け

F
り
と
る
、
⑩
負
債
は
債
権
者
と
は
か
り
七
年
据
置
と
す

る
、
⑤
義
倉
を
も
う
け
、
こ
こ
に
粟
二
五
高
石
を
た
く
わ
え
る
な
ど
て
あ
る
が
、
注
意
を
要
す
る
の
は
門
口
と
@
て
あ
る

U

こ
と
に
@
は

給
人
の
一
一
政
の
借
上
げ
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
安
永
四
年
(
一
七
七
五
)
に
も
四
年
を
か
ぎ
り
聴
の
一

O
介
の
六
が
け

F
b

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
阿
波
藩
の
給
人
支
配
が
徳
川
中
期
に
い
た
っ
て
ま
っ
た
く
骨
ぬ
き
に
友
っ
た
乙
と
を
窓
味
す
る
。
ま
た
こ
れ
は

文
官
優
位
と
い
う
職
班
改
革
と
無
闘
係
ゼ
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
。

明
和
の
落
政
改
革
は
一
一
一
口
て
い
う
た
ら
ば
封
建
領
主
と
大
藍
師
の
妥
協
の
産
物
て
あ
り
、
よ
り
高
度
の
商
品
経
済
の
魂
b
置
に
モ
う
た

め
の
封
建
髄
制
の
再
編
成
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ヨ
の
再
編
成
は
決
し
て
う
し
ろ
む
さ
の
も
の
で
な
か
っ
た
だ
け
に
、
明
和
以
降
、
封
建

髄
制
は
棋
大
再
生
産
さ
れ
て
く
る
矛
盾
を
背
沿
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
大
藍
師
は
専
買
反
射
一
擦
を
つ
う
じ
明
和
の
改
革

に
よ
り
確
乎
と
し
た
地
盤
を
き

F
く
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
モ
の
後
市
場
の
鎖
張
に
も
つ
ば
ら
勢
力
を
そ
そ
ぎ
、
女
化
年
間
(
一
八
O

四
一
ち
に
は
諸
園
に
費
場
株
を
確
立
し
、
杢
園
市
場
を
支
配

F
る
が
、
同
時
に
か
れ
ら
は
、
例
え
ば
名
束
郡
中
村
の
手
塚
家
が
四

O
町
歩
ほ
ど
の
土
地
を
集
積
し
た
よ
う
に
、
し
だ
い
に
寄
生
地
主
化
の
方
向
を
た
ど
り
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。

註

現
首
主
手
塚
安
三
氏
か
ら
の
間
取
り
に
よ
れ
ば
、
幕
末
に
は
園
府
町
近
港
の
土
地
は
ほ
と
ん
ど
手
探
家
の
土
地
で
あ
り
、
四
O
町
ほ
ど
あ
っ
た
。
し

た
が
ヮ
て
、
市
作
人
の
致
は
き
わ
め
て
多
〈
、
か
れ
b
討
作
っ
た
葉
藍
は
す
べ
て
手
塚
京
へ
享
魁
的
に
販
賀
し
た
だ
け
で
な
〈
、
葉
藍
加
工
の
第
働

力
と
し
て
質
拙
き
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
な
お
同
家
は
萱
場
先
〉
」
L
C
明
拍
五
年
に
は
、
相
州
・
甲
州
・
上
州
・
武
威
南
山
方
・
武
藤
北
山
方
・
房

紳
・
上
信
・
東
京
な
ど
圭
も
っ
て
い
た
(
明
拍
五
年
賀
場
諮
勘
定
帳
」
)
。

阿
波
に
担
り
る
菜
車
事
責
制
度
の
成
立
過
程

第
七
十
四
巻

第
五
蛇

七
九




